






























































中公新書 2242／2013 年発行／300 頁／900 円（税別）
ISBN978-4-12-102242-4
ひさしくなかったワイルドの入門書として格好の 1冊だ。副題に〈「犯罪者」にし
て芸術家〉とある。芸術家としては『サロメ』や『ドリアン・グレイの画像』など
を残した。犯罪者とは本書にも詳しく記述されている同性愛（当時はまだその概念
はなかった）のこと。読み進めていくと、「ソドミー」なる文字がでてくると、具
体的な情事の件を急ぎ読みすすめていくのに気付き、ワイルドの芸術も捉えなけれ
ばならぬ、と我にかえる。オックスフォードというアカデミズムからのデビュー、ロンドン、パリ、ニ
ューヨークといった国際的な舞台を生きる作家の姿は、いかに作家が行動し食べていくか、時代背景を
交えながら述べて行く。なかでも同性愛擁護の演説をした裁判の 5章、牢獄体験の６章は、作家と社
会とスキャンダルの時代相がよくわかる。
星野菜穂子 著
『地方交付税の財源保障』
ミネルヴァ書房／2013年発行／254頁／6,000円（税別）
ISBN978-4-623-06560-8
地方の時代、地方分権といった言葉がとびかう時代である。基盤となる財政はどう
なのか。本書は、2007年度からの税を主とした制度の推移を踏まえ、「2010年度
に至る基準財政需要額の策定に即し」、地方公共団体の財源保障に関して論じてい
る。従来の投資的経費の分析から、対人社会サービスとして高齢者の保険・福祉費、
生活保護費、就学援助費、公立病院への一般会計繰入金などに焦点をあてていく。
地域的には大阪府と高知県下の町における新型交付税の算定検証を行なっている。地方公共団体の枠組
みが、地域振興策などによって潤うのかふりまわされていくのか。国の赤字財政の現状の中で、人々に
密着する公的サービスの現状を分析している。
